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学
校
統
廃
合
計
画 

園
・
保
育
所
・
小
・
中
学
校
保
護

者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
将
来
の
動
向
、
望
ま
し
い
教

育
環
境
の
あ
り
方
な
ど
を
調
査
・

研
究
し
ま
し
た
。

　

適
正
規
模
の
考
え
方　

　

小
規
模
校
、
大
規
模
校
に
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
児
童
の
人
間
形
成
上
の

学
習
環
境
と
し
て
効
率
的
、
効
果

的
な
教
育
活
動
を
進
め
る
学
校
経

営
の
う
え
で
、
学
校
規
模
の
適
正

化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
で

す
。

子
ど
も
た
ち
の
立
場
か
ら

・
集
団
に
よ
る
教
育
の
実
施
に
よ

り
切
磋
琢
磨
の
機
会
が
増
え
る
。

・
ク
ラ
ス
替
え
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
児
童
生
徒
の
人
間
関
係
や
集

団
内
の
役
割
分
担
の
固
定
化
を
防

ぐ
。

・
多
様
な
関
わ
り
の
中
か
ら
、
集

団
活
動
を
通
し
て
児
童
生
徒
の
社

会
性
を
高
め
る
。

・
同
一
学
年
に
お
け
る
学
級
間
の

交
流
や
刺
激
し
合
う
こ
と
に
よ
り

活
気
が
生
ま
れ
る
。

・
集
団
の
間
で
互
い
に
競
い
合
っ

た
り
協
力
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
ら
の
個
性
や
能
力
を

伸
張
さ
せ
る
。

・
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
選
択
の

幅
が
広
が
り
、児
童
生
徒
の
個
性
・

能
力
に
応
じ
た
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

学
校
運
営
の
立
場
か
ら

・
学
年
や
教
科
担
当
の
教
員
を
確

保
し
、
指
導
体
制
が
図
れ
る
。

・
同
一
学
年
複
数
の
教
員
に
よ
る

研
究
・
研
修
が
可
能
に
な
る
。

・
部
活
動
の
指
導
に
あ
た
る
教
員

確
保
が
可
能
と
な
る
。

・
校
務
分
掌
を
複
数
で
分
担
す
る

こ
と
が
で
き
、
学
校
運
営
組
織
の

効
果
的
な
編
成
が
で
き
る
。

・
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
や
不
測

の
事
態
に
対
応
で
き
る
。

　

答
申
の
内
容　

　

答
申
は
、「
小
学
校
に
つ
い
て

は
複
式
学
級
の
解
消
」「
中
学
校

に
つ
い
て
は
教
科
担
任
制
を
考
慮

し
た
複
数
学
級
確
保
」
を
図
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
の
意
見

で
一
致
し
、
内
容
は
次
の
６
項
目

で
す
。

①
小
学
校
は
３
校（
将
来
は
２
校
）

が
適
当
で
あ
る
。

②
武
茂
小
・
健
武
小
・
和
見
小
を

馬
頭
小
へ
統
合
す
べ
き
で
あ
る
。

③
大
内
小
・
谷
川
小
・
大
山
田
小

の
３
校
を
統
合
し
、
統
合
小
学
校

は
、
馬
頭
東
中
を
改
修
し
て
使
用

す
べ
き
で
あ
る
。

④
馬
頭
西
小
は
統
合
後
間
も
な
い

の
で
児
童
数
の
推
移
を
見
て
馬
頭

小
へ
統
合
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
馬
頭
東
中
は
馬
頭
中
へ
統
合
す

べ
き
で
あ
る
。

⑥
統
廃
合
は
早
期
に
行
う
こ
と
と

し
、
そ
の
順
序
は
年
次
計
画
に
よ

学校整備検討委員会の経過
○平成16年６月１日　馬頭町立学校整備検討委員会設

　置・諮問

○平成17年２月15日　馬頭町立学校整備検討委員会か

　ら教育委員会に答申

○平成17年３月31日　教育委員会で答申の内容を検討

　し町長に意見書と統合時期を明確にし提示

○平成17年８月４日　町長から方針どおり決定の通知

 

統
合
の
経
過

　

旧
馬
頭
町
で
は
、
馬
頭
町
学
校

統
廃
合
基
本
方
針
（
平
成
５
年
９

月
13
日
）
を
決
定
し
、
概
ね
10
年

先
を
展
望
し
て
未
整
備
校
５
校
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
少
子
化
が
予
想
を
超

え
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
今
後
も

引
き
続
き
そ
の
傾
向
は
免
れ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、望
ま
し
い
環
境
整
備
、

特
に
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
い
く
た
め
、
平
成
16
年
６
月
１

日
に
「
馬
頭
町
立
学
校
整
備
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
、「
今
後
の

馬
頭
町
立
小
中
学
校
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

 

検
討
委
員
会
の
経
過

　

検
討
委
員
会
は
、町
議
会
議
員
、

自
治
会
長
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

幼
稚
園
・
保
育
所
保
護
者
、
小
・

中
学
校
校
長
、
学
識
経
験
者
で
構

成
さ
れ
る
29
名
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
平
成
16
年
６
月

か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
間
に
６
回

の
会
議
と
学
校
の
現
状
視
察
、
学

校
統
廃
合
の
先
進
地
視
察
、
幼
稚

学校統廃合説明会（和見地区）

～
馬
頭
地
区
に
お
け
る
～
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校
内
に
お
け
る
地
域
の
人
々
に

よ
る
指
導
、
安
全
安
心
な
学
校
づ

く
り

廃
校
の
跡
地
利
用
、
町
づ
く
り
の

観
点
か
ら
活
用

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
多

様
な
活
用
方
法
を
検
討

 

今
後
の
進
め
方

　

平
成
18
年
10
月
18
日
か
ら
11
月

１
日
に
か
け
て
、
学
校
整
備
検
討

委
員
会
の
答
申
及
び
教
育
委
員
会

が
ま
と
め
た
意
見
書
に
基
づ
き
、

町
は
学
校
整
備
の
基
本
方
針
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
８
地
区
で
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
１
５

名
の
参
加
が
あ
り
、
各
地
区
と
も

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

意
見
を
要
約
す
る
と
「
現
状
の

児
童
生
徒
数
の
減
少
を
考
え
る

と
、
学
校
の
適
正
規
模
化
と
適
正

配
置
は
や
む
を
得
な
い
」「
学
校

の
統
廃
合
に
よ
り
通
学
距
離
が
遠

く
な
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
通

学
時
の
安
全
確
保
を
最
優
先
課
題

と
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
意
見
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

今
後
、
統
合
す
る
学
校
の
児
童

生
徒
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
と
、
町
が
示
し
た
統

合
時
期
に
つ
い
て
、
地
域
と
更
な

る
話
し
合
い
を
行
い
、
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
合
意
形
成
に

り
、
初
め
に
中
学
校
を
、
次
に
小

学
校
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

 

学
校
統
合
計
画

　

町
は
、
学
校
整
備
検
討
委
員
会

か
ら
の
答
申
・
教
育
委
員
会
か
ら

の
意
見
書
、
更
に
は
今
後
の
児
童

生
徒
の
推
移
を
考
慮
し
て
、
学
校

統
廃
合
年
次
計
画
を
次
の
よ
う
に

定
め
ま
し
た
。

 

統
合
後
の
課
題 

　

地
域
と
十
分
協
議

通
学
の
安
全
確
保
、通
学
の
方
法
・

手
段

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
、
町
営

バ
ス
の
活
用

学
校
整
備
の
充
実
、
特
別
教
室
の

整
備

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
、
理
科
室
整

備
、
教
材
教
具
の
充
実

学
校
と
地
域
と
の
関
わ
り

努
め
て
参
り
ま
す
。

年 　次 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 21
武 茂 小 廃　校

馬頭小へ健 武 小 廃　校
和 見 小 廃　校
大 内 小 廃　校

統廃合谷 川 小 廃　校
大山田小 廃　校
馬頭東中 廃　校 馬頭中へ

18 19 20 21 22 23 24
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

馬 頭 中 304 12 287 11 307 11 272 10 277 10 257 10 269 10 
馬頭東中 82 3 88 3 95 3 81 3 65 3 50 3 61 3
小 川 中 240 10 227 9 225 8 203 7 202 7 185 7 174 7

計 626 25 602 23 627 22 556 20 544 20 492 20 504 20

那珂川町立小学校及び中学校年度別児童生徒数の推移
【小学校】

【中学校】

H18.5.1 現在

　　 18 19 20 21 22 23 24
児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

武 茂 小 48 5 51 4 43 4 37 4 36 4 30 4 29 3 
馬 頭 小 325 12 316 12 304 12 312 13 290 13 280 12 266 12 
健 武 小 49 4 45 4 44 5 46 4 39 4 37 4 33 3 
和 見 小 32 4 32 4 34 4 31 3 33 3 30 4 27 3 
大 内 小 48 5 45 4 32 3 28 3 26 3 22 3 21 3 
谷 川 小 33 4 26 3 31 4 36 4 35 4 34 4 33 3 
大山田小 61 5 54 5 50 5 51 4 51 5 53 4 41 4 
馬頭西小 87 6 85 6 80 6 76 6 69 6 70 6 60 6 
小 川 小 252 10 245 9 233 8 220 7 206 7 197 7 196 7 
薬 利 小 52 6 50 5 47 5 49 4 38 4 36 4 43 4 
小川南小 73 6 79 6 76 6 74 6 69 6 67 6 59 5 

計 1,060 67 1,028 62 974 62 960 58 892 59 856 58 808 53 
注：学級数で６未満は複式学級が生じています。
注：複式学級は、２つの学年が１つの教室で１人の教員により学習する形です。

学校統廃合説明会（馬頭地区）

年度
学校名

年度
学校名
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平
成
18
年
秋
の
叙
勲
伝
達
式

が
11
月
７
日
、
県
公
館
で
行
わ

れ
、
渡
邉
良
治
氏
（
小
川
）
が

旭
日
双
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し

　

前
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
教

育
委
員
会
が
11
月
29
日
開
催
さ

れ
、
委
員
長
に
永
森
正
俊
氏
（
小

川
）、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
平

塚
正
一
郎
氏
（
富
山
）
が
互
選
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
長　

永
森
正
俊
氏

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　

平
塚
正
一
郎
氏

旭
日
双
光
章
に
渡
邉
良
治
氏

教
育
委
員
会
委
員
長
、
委
員

長
職
務
代
理
者
が
決
ま
る

住
基
カ
ー
ド
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
は
、
各
市
区
町
村
が
希

望
者
に
交
付
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
担

当
部
署
で
申
請
す
れ
ば
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
に
は
写
真
付
き
の

タ
イ
プ
と
写
真
が
無
い
タ
イ
プ
の

２
種
類
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
が
必

要
な
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
証
明
書
と

し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

大
変
便
利
で
す
。

　
「
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
も
の
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
住
基
カ
ー
ド
は
持
ち

歩
き
に
便
利
な
う
え
、
各
市
区
町

村
が
発
行
す
る
本
人
確
認
の
た
め

の
証
明
書
と
な
り
ま
す
。
金
融
機

関
の
窓
口
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
公
的
な
証
明
書
の
提
示
を

求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い

な
い
方
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
不

便
で
し
た
。
健
康
保
険
証
が
認
め

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
写

真
が
な
い
の
で
本
人
確
認
に
十
分

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
写
真
付
き
住

瑞
宝
双
光
章
に
小
室
清
是
氏

基
カ
ー
ド
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き

公
的
な
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

る
た
い
へ
ん
便
利
な
カ
ー
ド
で

す
。

　

さ
ら
に
、
運
転
免
許
証
な
ど
に

は
本
人
確
認
に
必
ず
し
も
必
要
で

は
な
い
本
籍
地
な
ど
の
個
人
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

住
基
カ
ー
ド
は
必
要
最
小
限
の
情

報
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
、
よ

り
配
慮
さ
れ
た
証
明
書
と
言
え
ま

す
。

　

携
帯
電
話
の
新
規
契
約
や
パ
ス

ポ
ー
ト
の
新
規
発
行
な
ど
の
ほ

か
、
住
基
カ
ー
ド
で
本
人
確
認
を

す
る
企
業
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

あ
な
た
も
写
真
付
き
住
基
カ
ー

ド
を
、
便
利
で
安
心
し
て
利
用
で

き
る
公
的
な
証
明
書
と
し
て
使
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

マイ･チャ
レンジで職業を考える

問い合わせ　

住民生活課戸籍住民係
☎０２８７―９２―１１１２

た
。

　

渡
邉
氏
は
平
成
７
年
か
ら
３

期
連
続
小
川
町
長
と
し
て
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
町
長
と
し

て
財
政
基
盤
の
確
立
、

地
方
分
権
へ
の
対
応
な

ど
地
域
の
市
町
村
合
併

の
必
要
性
を
訴
え
、
那

珂
川
町
の
誕
生
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
実
績
が
実
を
結

び
、
受
章
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

11
月
８
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
叙
勲
伝
達
式
で
、

小
室
清
是
氏
（
浄
法
寺
）
が
瑞

宝
双
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
室
氏
は
、
昭
和
24
年
か
ら

平
成
２
年
ま
で
教
職
に
携
わ

り
、職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
４
年
間
小
川

町
教
育
委
員
会
教
育
長

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
長
年
の
実
績

が
認
め
ら
れ
、
受
章
さ

れ
た
も
の
で
す
。

受章おめでとうございます
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マイ･チャ
レンジで職業を考える

　

自
ら
の
職
業
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
お
う
と
、
馬
頭
中

学
校
と
小
川
中
学
校
の
生
徒

が
11
月
６
日
か
ら
10
日
ま

で
、
馬
頭
東
中
学
校
が
13
日

か
ら
17
日
ま
で
の
５
日
間
、

「
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
社
会
体
験
学
習
は
地

域
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
を

通
し
て
と
も
に
生
き
る
力
や

感
謝
の
心
を
育
み
、
自
己
の

在
り
方
を
見
つ
め
て
も
ら
お

う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
生
徒
た
ち
が
町
内
の

各
事
業
所
に
出
向
き
職
場
体

験
を
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
中
学
２
年
生

１
７
２
名
が
77
事
業
所
で
体

験
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
「
初
め

て
の
体
験
で
緊
張
し
、
疲
れ

た
」「
楽
し
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と

大
変
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

馬 頭 中 馬 頭 東 中

馬 頭 中

小 川 中

馬 頭 東 中

小 川 中 小 川 中
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今月号は

○小川地区アンケートの疑
問質問から(3)
○町内無料電話
○ＩＰ電話

を中心にお届けします。

①
小
川
地
区
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の

疑
問
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

（
第
３
回
）

Ｑ
11　

Ｃ
Ｔ
Ｂ
放
送
セ
ン
タ
ー
の

設
備
入
れ
替
え
に
か
な
り
の
経
費

を
要
す
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
今

使
用
し
て
い
る
機
材
は
使
え
な
い

の
で
す
か
？

Ａ
11　

現
在
の
Ｃ
Ｔ
Ｂ
放
送
セ
ン

タ
ー
で
使
用
し
て
い
る
機
器
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
て

い
な
い
の
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
に

お
い
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
機
器
に
更
新
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
設
備
だ

け
で
な
く
、
ケ
ー
ブ
ル
や
各
加
入

者
に
貸
与
し
て
い
る
機
器
も
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
も
の
に

更
新
し
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
12　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
わ

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
い

ろ
い
ろ
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
の

で
す
が
。

Ａ
12　

電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
し
、
自
宅
に
も
お
伺
い
し
ま

す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

必
要
な
場
合
も
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
今
後
、
各
種
団
体
の
代

表
者
を
通
じ
、
団
体
ご
と
に
説
明

会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
か

ら
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

 

Ｑ
13　

名
前
は
「
Ｃ
Ｔ
Ｂ
」
の
ま

ま
な
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
13　
「
Ｃ
Ｔ
Ｂ
」
は
、「
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
ば
と
う
」（Cable 

T
erevision Bato

）
の
略
で
す
。

新
し
い
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
な
っ

て
も
継
続
す
る
の
か
、
あ
る
い
は

名
称
を
変
え
る
の
か
、
名
称
を
公

募
す
る
の
か
な
ど
、
現
在
検
討
中

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

基
本
サ
ー
ビ
ス
に
、
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
し
た
。

　

加
入
者
同
士
の
町
内
通
話
が
無

料
と
な
る
「
町
内
無
料
電
話
」
で

す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者
に

無
償
で
貸
与
す
る
音
声
告
知
機

に
、
今
お
使
い
の
電
話
機
を
接
続

す
る
だ
け
で
、
町
内
通
話
が
無
料

と
な
り
ま
す
。
番
号
も
今
ま
で
の

一
般
電
話
の
番
号
が
使
え
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
っ
て
？

　

Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
電
話
回
線
と
は

別
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
回
線

を
使
う
電
話
で
す
。
そ
の
た
め
、

通
話
料
が
無
料
あ
る
い
は
格
安
に

な
る
も
の
で
、
専
用
の
電
話
機
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
は
、

追
加
希
望
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
と
一
般
加
入
電
話
の

　
　
　
　
　
　
　
　

違
い
は
？

　

使
用
回
線
と
料
金
の
違
い
で

す
。

　

一
般
加
入
電
話
は
、
電
話
回
線

を
使
い
、
電
話
局
の
交
換
機
を
経

由
し
て
通
話
先
に
届
く
の
で
、
長

距
離
に
な
る
ほ
ど
通
話
料
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
用
の
通
信
回
線
を
利
用
す
る
た

め
、
い
く
つ
も
の
交
換
機
を
通
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
距
離

に
関
係
な
く
、国
内
は
も
ち
ろ
ん
、

海
外
で
も
無
料
、
あ
る
い
は
格
安

料
金
で
か
け
ら
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
に
す
る
た
め
に
は
？

　

今
お
使
い
の
電
話
機
（
フ
ァ
ッ

ク
ス
機
も
ほ
と
ん
ど
が
可
）
を
音

声
告
知
機
に
接
続
す
る
だ
け
で
Ｉ

Ｐ
電
話
に
な
り
、
一
台
の
電
話
機

で
一
般
加
入
電
話
と
Ｉ
Ｐ
電
話
の

両
方
が
使
え
ま
す
。

　

加
入
者
に
無
償
貸
与
す
る
音
声

告
知
機
に
は
、
一
斉
放
送
用
の
機

能
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
デ
ム
機

能
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｐ
電
話
と
一
般
加

入
電
話
を
切
り
替
え
る
機
能
が
備

え
て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
機
に
よ
っ
て
は
、

一
部
対
応
で
き
な
い
機
種
が
あ
り

ま
す
。

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
付
電
話
機
で
古
い

　

機
種

・
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
機
（
旧
式
の

黒
電
話
の
ダ
イ
ヤ
ル
式
な
ど
）

・
内
線
機
能
付
電
話
機

・
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
専
用
電
話
機　

な
ど

②
新
サ
ー
ビ
ス

　

／
町
内
無
料
電
話
に
つ
い
て

③
Ｉア
イ
ピ
ーＰ
電
話
に
つ
い
て
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Ｉ
Ｐ
電
話
を
使
う
と

　

町
外
の
通
話
料
も
無
料
に

　

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ら
通
話
先
に
よ
り

通
話
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
通
話
先
が
同
じ

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー（
接
続
す
る
業
者
）

ま
た
は
同
じ
提
携
グ
ル
ー
プ
内
な

ら
、
町
外
で
も
国
外
で
も
無
料
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
、
グ

ル
ー
プ
間
相
互
の
接
続
も
可
能
に

な
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

無
料
通
話
の
範
囲
も
広
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

一
般
加
入
電
話
や
携
帯
電
話
に

か
け
る
場
合
で
も
、
一
般
加
入
電

話
よ
り
も
全
国
一
律
の
格
安
な
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
Ｉ

Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
の
基
本
料
金
は
、
２
０
０
円
か

ら
４
０
０
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号
は
ど
う
な
る
の
？

　

頭
に
「
０
５
０
」
の
つ
く
、
新

し
い
番
号
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
加
入
電
話
も
引
き
続
き
使

用
す
る
場
合
は
、
現
在
使
用
し
て

い
る
一
般
加
入
電
話
用
の
番
号

（
０
２
８
７
‐
９
×
‐
×
×
×
×
）

と
Ｉ
Ｐ
電
話
用
の
番
号
（
０
５
０

‐
△
△
△
‐
△
△
△
）
の
２
つ
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

使
い
方
は
、
今
ま
で
と
変
わ
ら

ず
、
ど
ち
ら
の
番
号
で
も
通
話
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｐ
電
話

同
士
の
無
料
通
話
の
場
合
に
は
、

０
５
０
で
始
ま
る
番
号
で
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。（
町
内
は
一

般
電
話
用
の
番
号
で
か
け
ら
れ
ま

す
。）

Ｉ
Ｐ
電
話
で
か
け
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

番
号
は
？

　

緊
急
電
話
番
号
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
付

加
サ
ー
ビ
ス
の
番
号
に
は
か
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
か
け
る
と
き
は
、
一

般
加
入
電
話
に
切
り
替
え
て
使
用

し
ま
す
。
こ
の
た
め
に
も
、
一
般

加
入
電
話
に
引
き
続
き
加
入
し
て

お
い
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

 

・
１
１
０
番
（
警
察
署
）

 

・
１
１
９
番
（
消
防
署
）

 

・
１
０
４
番
（
番
号
案
内
）

 

・
１
０
６
番
（
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
）

 

・
０
１
２
０
番（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

 

・
１
１
７
番
（
時
報
）

 

・
１
７
７
番
（
天
気
予
報
）

　
　

 

　

11
月
10
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で

小
川
地
区
町
民
及
び
事
業
所
を
対

象
に
「
新
し
い
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

へ
の
加
入
希
望
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
提
出
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
本
庁
高
度
情
報
化

推
進
室
ま
た
は
小
川
支
所
産
業
建

設
課
ま
で
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

す
で
に
提
出
さ
れ
た
方
で
、
追

加
や
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
高
度

情
報
化
推
進
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

 　

小
川
支
所
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

展
示
室
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
内
容
を
説
明

し
た
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
、
Ｓ

Ｔ
Ｂ
や
音
声
告
知
機
等
の
機
器
を

配
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
実
際

に
見
て
、
触
っ
て
、
使
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

④
小
川
地
区
加
入
希
望
調
査
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

⑤
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
展
示
室
に

来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【通話料の比較例です】

　　　　通話先

発信者　　　　

一般加入電話へ
ＩＰ電話へ
（３分）

携帯電話へ
（１分）

国際電話へ
（アメリカ/１分）

県内区域内
（３分）

県外 20 ～ 30km
（３分）

県外 100km 超
（３分）

一般加入電話から 8.5 円 30 円 80 円 10.75 円 19.6 円 53 円

ＩＰ電話から 7.9 円 無 料 18.3 円 7 円

※１　一般加入電話は、ＮＴＴの通話料（平日・昼間）に準じ、ＩＰ電話は主なプロバイダ通話料金の平均値
※２　一般加入電話から携帯電話への通話料は、各携帯電話会社への通話料の平均値
※３　ＩＰ電話からＩＰ電話へかける場合で同じ提携グループ同士でない場合、料金が生じることがあります。
※４　料金は、すべて消費税を含んでいません。
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
14
）

　

今
回
は
、県
が
那
珂
川
町
に
計
画
し
て
い
る
馬
頭
最
終
処
分
場
の「
住

民
監
視
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

馬
頭
最
終
処
分
場
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
処
分
場
が
適
正
に
運
営

さ
れ
て
い
る
か
を
監
視
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
住
民
に
よ
る
監
視
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
信
頼
で
き
る
最
終
処
分
場
を
目
指
し
ま
す
。

１
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

の
設
置

　

住
民
監
視
シ
ス
テ
ム
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
、
行
政
、
学
識

者
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

処
分
場
の
適
正
な
管
理
運
営
を

行
う
た
め
の
組
織
を
つ
く
り
ま

す
。
こ
の
組
織
で
は
、
最
終
処

分
場
の
安
全
性
に
関
す
る
共
通

認
識
を
も
っ
て
処
分
場
の
管
理

運
営
を
監
視
し
て
い
き
ま
す
。

２
住
民
に
よ
る
監
視

　

廃
棄
物
の
搬
入
時
や
、
埋
め

立
て
時
、
施
設
の
運
営
状
況
な

ど
を
住
民
の
皆
さ
ん
が
監
視
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

３
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
、
処

分
場
の
映
像
な
ど
の
情
報
公
開

　

廃
棄
物
の
搬
入
・
埋
め
立
て

に
関
す
る
デ
ー
タ
や
処
分
場
の

映
像
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

（
大
気
、
水
質
、
騒
音
、
振

動
、
悪
臭
）
な
ど
処
分
場
の
運

営
全
般
に
つ
い
て
、
透
明
性
の
高

い
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
公
開
に

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
で
整
備
し
た

情
報
網
を
利
用
し
、
自
宅
の
テ
レ

ビ
で
廃
棄
物
の
搬
入
・
埋
め
立
て

状
況
の
デ
ー
タ
や
処
分
場
の
映
像

（
搬
入
・
埋
め
立
て
の
映
像
）
を

現
場
に
行
か
な
く
て
も
誰
も
が
確

認
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

最終処分場視察を実施します
　県と町では、住民の皆さんに実際の処分場
を見ていただき、処分場がどんなものかを理
解していただくため、次により最終処分場の
視察を実施します。
視察先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）
　　　　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）
対象者　那珂川町に住所を有する団体・グループ
申し込み　環境整備対策室
　　　　　☎ 0287－92－1110
実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定　
　　　　  します。

住民監視システム
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　先日、私のアパートの戸口のベルが鳴りました。ド
アを開けたところ、近所の方が立っていて、そしてそ
の手に持っていたのは一匹の釣れたての鮭でした。「鮭
を食べますか？」と聞かれ、「はい」と答え、ひもか
らぶら下がっている丸ごとの鮭を一匹いただきまし
た。
　子どものころ、私は釣りでとれたブルーギルなど小
さな魚はさばいたことがありますが、こんな大きな魚
は初めてでした。魚屋さんなら、５分程度でさばくで
しょうが、私と妻では４５分程かかりました。予想外
の大仕事で私も妻も疲れ、その日は鮭を見たくなくな
り外食をしてしまいました。しかし、次の日に妻がそ
の鮭を使って石狩り鍋を作りました。それは大変おい
しく、二人で食べながら、鮭を新たな目で見て、前日
の気持ちを反省し、代わって感謝の気持ちでいっぱい
になりました。
　今日、小川小学校でスクールガードリーダーや稲刈
りを指導した方など９名のために感謝会が開かれ、私
も招待されました。我々は全児童の前で香りの良いル

クリアの花と、本のように束ねられた児童からの感謝
状をもらい、その後、児童と一緒に給食を食べました。
児童自らが計画から片付けまで全てを実施しました。
それには感動しました。
　那珂川町に住んでいて、とても恵まれていると改め
て思いました。色々な日本語を勉強しましたが、こち
らに来てから「おすそ分け」の意味が初めて分かりま
した。そして、農作物の収穫時期に合わせて、那珂川
町の児童がそれぞれの「収穫」に思いをこめて感謝す
ることが、田畑の多い那珂川町に似合う風習だと思い
ます。
　私は小学生のころ、あこがれた大リーグ投手がいま
した。その投手は特徴が２つありました。ひとつは投
球の種類が１００種を超えることでした。もう一つは、
数々の名言でした。その中の一つに、「晴れている日
に祈らなければ、雨が降っている日に祈ってもだめだ
よ」すなわち『困った時に助けを求めるだけではなく、
恵まれ時にちゃんと感謝を申し上げるべきです』とい
うのがありました。
　小川小学校の体育館で児童の前に座って、児童一人
ひとりの顔を眺めながら、その投手の名言を思い出し、
那珂川町に住んでいてよかったと思いました。子ども
を始め、町民の皆さんに私はとても感謝しています。
やはり、子どもたちは那珂川町の宝物です。

感謝、感謝

ケビン・ブラックバーン
ケビンの学校めぐり

ケビン・ブラックバーン

1 月10日は「110 番の日」です
「１１０番　地域を守る　ホットライン」
１１０番は、目前の事件・事故、指名手配犯人及び不審者の目撃等について
○目撃した日時、場所
○目撃した犯人・不審者の人相・使用車両・逃走方向等
○目撃者の住所、氏名
　等を通報いただき、犯人や不審者を早期に確保したり、事件事故の被害者の
早期救護等に当たるものです。
　したがって、急を要しない電話相談や問い合わせは１１０番回線をふさぐこ
ととなりますので、ご遠慮ください。

「知っていますか？　警察相談　＃９１１０」
問い合わせや各種相談については、次の相談ダイヤルをご利用ください。
・プッシュ回線電話　　　　　ダイヤル　＃９１１０
・一般ダイヤル回線　　　　　ダイヤル　０２８－６２７－９１１０

問い合わせ　那珂川警察署　☎０２８７－９２－０１１０



10広報なかがわ　平成18年12月10日

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
賞
受
賞

　

11
月
14
日
、
宇
都
宮
市
の
パ
ル
テ
ィ
と

ち
ぎ
で
開
催
さ
れ
た
親
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
佐
藤
友
恵
さ
ん
千
咲
さ
ん

親
子
（
芳
井
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
親
と
子
の
口
腔
衛

生
の
普
及
向
上
を
図
る
た
め
に
開
催
さ

れ
、
佐
藤
さ
ん
親
子
は
市
町
村
に
お
け
る

第
一
次
審
査
、
広
域
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
内
に
お
け
る
第
二
次
審
査
、
県
に
お
け

る
第
三
次
審
査
の
三
段
階
の
審
査
を
優
秀

な
成
績
で
通
過
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
県
で
一
組
の
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
全
国
中
央
審
査
会
に
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。

県
中
学
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
で
最
優
秀
賞
受
賞

　

益
子
茜
さ
ん
（
馬
頭
中
）
は
11
月
16
日
、

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第

16
回
県
中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
県
内
10
地
区
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
81
人
が
出
場
し
、
学
年

別
一
年
の
部
で
、
英
語
の
表
現
力
や
内
容

に
つ
い
て
競
っ
た
結
果
、
み
ご
と
最
優
秀

賞
の
４
人
の
う
ち
の
１
人
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

栃
木
県
統
計
大
会
で
知
事
表
彰

な
ど
受
賞

　

県
と
県
統
計
協
会
主
催
に
よ
る
第
44
回

栃
木
県
統
計
大
会
が
11
月
15
日
、
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
永
年
統
計

調
査
員
と
し
て
従
事
さ
れ
た
方
々
が
知
事

表
彰
な
ど
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

栃
木
県
知
事
表
彰

　

滝
田　
　

稔
（
小
川
）

　

磯　
　

貞
夫
（
馬
頭
）

栃
木
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰

　

増
子　

喜
一
（
浄
法
寺
）

小
川
青
少
年
育
成
協
会
が
青
少
年
育

成
国
民
会
議
会
長
賞
受
賞

　

小
川
青
少
年
育
成
協
会
（
薄
井
博
美
会

長
）
は
11
月
11
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

た
青
少
年
育
成
国
民
運
動
40
周
年
記
念
式

典
で
、
青
少
年
育
成
国
民
会
議
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
は
昭
和
46
年
に
設
立
し
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
地
域
ぐ
る
み
の

実
践
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
し
た
も
の

で
す
。

磯　貞夫さん 滝田　稔さん
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古
代
米
の
稲
刈
り

　
　
　
　
　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

作
業
所
ポ
ニ
ー
や
う
ぐ
い
す
工
房
の
利

用
者
と
保
護
者
ら
約
30
人
が
11
月
２
日
、

古
代
米
の
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
古
代
米
は
、
な
す
風
土
記
の
丘
資

料
館
で
毎
年
栽
培
し
て
い
る
も
の
で
、
同

メ
ン
バ
ー
が
５
月
31
日
に
田
植
え
を
し
た

も
の
で
す
。
参
加
者
は
７
ア
ー
ル
の
田
に

実
っ
た
古
代
米
を
、
カ
マ
を
手
に
約
一
時

間
か
け
て
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
去
年
収
穫
し
た
古
代
米
で
も

ち
つ
き
を
し
、
き
な
こ
も
ち
や
け
ん
ち
ん

汁
に
入
れ
た
り
し
て
食
べ
ま
し
た
。

あ
ず
ま
の
や
ま
の
み
ち
を
歩
く

　
　
　
　
　

東
山
道
ウ
ォ
ー
ク

　

奈
良
時
代
の
都
と
東
北
を
結
ぶ
道
「
東

山
道
」
を
歩
こ
う
と
11
月
５
日
、
栃
木
県

立
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
東
山
道

ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
１
０
０
名
の
参

加
者
は
那
須
烏
山
市
の
将
軍
桜
を
出
発
。

途
中
、
厩う
ま
や

久
保
遺
跡
や
長
者
ヶ
平
遺
跡
を

見
学
し
な
が
ら
、
全
長
８
・
５
㎞
を
２
時

間
半
か
け
て
歩
き
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

第　

回
県
北
少
年
剣
道
大
会

　

25
回
を
迎
え
た
県
北
少
年
剣
道
大
会
が

11
月
３
日
、
小
川
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

19
団
体
２
３
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
川
崎
大
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

後
、
小
川
小
の
笹
崎
美
郷
選
手
に
よ
る
力

強
い
選
手
宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。
試
合
は

日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
発
揮
し
た
鋭
い

立
会
い
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

な
お
、
那
珂
川
町
か
ら
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

準
優
勝　

４
年
女　

伴
美
沙
紀（
浄
法
寺
）

第
３
位　

４
年
男　

唐
渡
良
太（
大
田
原
市
）

　
　
　
　

６
年
男　
長
谷
川
大
樹（
小　

川
）

　
　
　
　

６
年
女　

笹
崎
美
郷（
芳　

井
）

里
山
の
秋
を
満
喫

第
４
回
ま
ほ
ろ
ば
の
里
歩
け
歩
け
大
会

　

ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
だ
れ

で
も
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
11
月

26
日
、「
第
４
回
ま
ほ
ろ
ば
の
里
歩
け
歩

け
大
会
」
が
ま
ほ
ろ
ば
ゆ
う
ゆ
う
園
小
川

を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
「
み
ん
な
で
歩
こ
う
ま
ほ
ろ
ば

の
里
」
を
テ
ー
マ
に
、
初
心
者
（
６
キ

ロ
）
コ
ー
ス
、標
準
（
９
キ
ロ
）
コ
ー
ス
、

熟
練
（
12
キ
ロ
）
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
に

１
４
４
名
が
参
加
。
那
珂
川
堤
防
沿
い
を

歩
い
た
り
、
浄
法
寺
大
日
堂
で
文
化
財
の

話
を
聞
い
た
り
し
て
、
古
代
文
化
の
里
を

満
喫
し
ま
し
た
。

25



大
輪
の
菊
花
咲
き
競
う

第　

回
小
川
地
区
菊
花
盆
栽
展

　

11
月
３
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
小
川

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
前

で
第
35
回
菊
花
盆
栽
展
が
開
催
さ
れ
、
丹

精
さ
れ
た
１
７
８
点
も
の
立
菊
や
盆
菊
、

松
柏
な
ど
の
盆
栽
が
会
場
を
埋
め
尽
く

し
、
延
べ
１
、９
３
０
人
の
見
学
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

町
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉　

晴
夫

議
会
議
長
賞　
　
　
　
　
　

軍
司　

孝
一

農
業
委
員
会
長
賞　
　
　
　

小
口
喜
久
寿

商
工
会
長
賞　
　
　
　
　
　

船
見　

静
江

観
光
協
会
長
賞　
　
　
　
　

佐
原
十
四
二

文
化
協
会
長
賞　
　
　
　
　

薄
井　

弘
光

那
須
信
用
組
合
長
賞　
　
　

阿
見
ケ
エ
子

那
須
南
農
協
小
川
支
所
長
賞　

小
室　

清
是

那
珂
川
南
部
漁
協
組
合
長
賞　

桧
山　

定
吉

（
株
）ま
ほ
ろ
ば
小
川
賞　
　

星　
　

秦
市

菊
花
盆
栽
会
長
賞　
　
　
　

阿
見
ケ
エ
子

35
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第
２
回
那
珂
川
町
文
化
祭

　　

11
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
町
総
合

体
育
館
で
文
化
の
秋
を
彩
る
書
道
や
文

芸
、
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
大
勢
の
見

学
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
11
日
に
は
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で

邦
楽
民
謡
舞
踊
祭
が
催
さ
れ
、
民
謡
や
吟

詠
、
詩
舞
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。
23
日
に
は
馬
頭
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
歌
謡
祭
が
行
わ
れ
、
訪
れ

た
た
く
さ
ん
の
人
が
演
歌
や
歌
謡
曲
を
楽

し
み
ま
し
た
。

馬
頭
む
ら
お
こ
し
セ
ン
タ
ー
で

美
術
館
に
寄
付

　

11
月
８
日
、「
道
の
駅
ば
と
う
」
を
運

営
す
る
「
馬
頭
む
ら
お
こ
し
セ
ン
タ
ー
」

は
馬
頭
広
重
美
術
館
に
教
育
文
化
基
金
と

し
て
１
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
ば
と
う
の
木
村
美
津
子
店
長
は

「
町
民
に
恩
返
し
す
る
意
味
で
寄
付
し
ま

す
。美
術
館
に
は
、よ
り
一
層
集
客
を
図
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し
、
手
渡
さ
れ

た
藤
田
館
長
は
「
貴
重
な
お
金
を
寄
付
い

た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
。
作
品
購
入
に

充
て
た
い
」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。
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小
砂
焼
陶
器
市
・

　
　

 
よ
ろ
こ
び
の
森　

感
謝
祭

　

11
月
５
日
、
小
砂
地
内
で
は
「
登
り
窯

祭
」
や
「
よ
ろ
こ
び
の
森
感
謝
祭　

津
軽

三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
な
わ
れ
、
大

勢
の
観
光
客
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

秋
の
登
り
窯
ま
つ
り
と
し
て
定
着
し
て

い
る
小
砂
焼
陶
器
市
は
、
今
年
で
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
会
場
と
な
っ
た
よ
ろ
こ
び
の

森
で
は
「
た
く
さ
ん
の
人
び
と
が
ほ
ほ
え

ん
で
い
ま
す　

ほ
ほ
え
み
に
感
謝
」
を

テ
ー
マ
に
感
謝
祭
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
１
０
０
人
が
訪
れ
、
自
然
の
中
で
聞

く
踊
正
太
郎
さ
ん
の
津
軽
三
味
線
の
力
強

い
音
に
、
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
交
流
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
武
小
学
校

　

11
月
１
日
健
武
小
学
校
で
、
児
童
と
地

元
高
齢
者
と
の
ふ
る
さ
と
交
流
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
は
普
段
地
元
の
高
齢
者

と
の
交
流
が
少
な
い
児
童
た
ち
が
、
昔
遊

び
な
ど
を
通
し
て
文
化
や
伝
統
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
へ
の
敬
愛
と
い
た
わ

り
の
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
が
育
て
た
芋
や
米
を
使
っ
て

餅
や
お
に
ぎ
り
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
、
い

も
チ
ッ
プ
、
と
ん
汁
な
ど
の
料
理
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
齢
者
の
方
は
「
毎
年
来
て

い
ま
す
。
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
お

土
産
に
も
ら
っ
た
も
ち
を
手
に
話
し
ま
し

た
。

第
３
回
広
重
紅
葉
ま
つ
り

　

   

馬
頭
広
重
美
術
館
無
料
開
放

　
「
広
重
紅
葉
ま
つ
り
」が
11
月
18
日
、「
心

の
ふ
る
さ
と
馬
頭
へ
み
ん
な
で
行
こ
う

よ
！
」
を
合
言
葉
に
、
役
場
前
広
場
な
ど

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

馬
頭
商
工
会
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
広
重
紅
葉
ま
つ

り
も
今
年
で
３
回
目
と
な
り
、
役
場
前
広

場
・
中
心
商
店
街
・
美
術
館
周
辺
で
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

に
真
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
も
て
な

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
馬
頭
広
重
美
術
館
の
無
料
開
放

に
も
町
内
か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
訪
れ
、

烏
山
女
子
高
の
琴
演
奏
な
ど
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

①街角美術館　広重東海道五十三次「切り絵」展示
②中心商店街は帯を再利用したタペストリーでお出迎え
③街角コンサート（オカリナアンサンブル）
④手作りキャンドル

①

④

③

②
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ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
幼

稚
園
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
の
年
長
組
の
お
泊
り
保

育
で
は
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
と
パ

ジ
ャ
マ
や
着
替
え
な
ど
の
荷
物

を
持
っ
て
、
登
園
し
て
来
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
園
児
た
ち
が
ご
飯

の
用
意
を
し
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
作
っ
て
食
べ
、「
お
い
し

い
ね
！
」「
お
か
わ
り
！
」
な

ど
と
大
満
足
の
様
子
で
す
。

親
元
を
離
れ
て
過
ご
し
た
幼

稚
園
で
の
生
活
は
す
っ
か
り

成
長
し
た
姿
に
見
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
児
た
ち
は
外
遊

び
が
大
好
き
で
す
。
小
さ
な

子
は
ま
ま
ご
と
遊
び
が
中
心

で
、
大
き
な
子
に
な
る
と
ル
ー

ル
の
あ
る
遊
び
、
ド
ッ
チ
ボ
ー

ル
や
サ
ッ
カ
ー
に
人
気
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

ひ
ば
り
幼
稚
園
で
は
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、
体

験
活
動
を
重
視
し
た
保
育
を

心
が
け
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
行
事

に
も
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
の
狙
い
で
あ
る

「
心
情
」「
意
欲
」「
態
度
」
な
ど

園
児
た
ち
が
進
ん
で
出
来
る
よ

う
援
助
し
な
が
ら
、
職
員
一
同

温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

寒
気
に
注
意

　

風
邪
は
、
冬
に
限
ら
ず
い
つ
で

も
ひ
き
ま
す
が
、
冬
の
冷
た
く
乾

燥
し
た
空
気
は
皮
膚
や
鼻
や
喉の
ど

、

気
管
な
ど
の
粘
膜
の
抵
抗
力
に
悪

影
響
を
与
え
、
風
邪
や
気
管
支
炎

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

風
邪
な
ど
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ

ル
ス
は
、
低
温
で
乾
燥
し
た
場
所

を
好
み
ま
す
。
室
内
の
湿
度
を
保

つ
た
め
に
、加
湿
器
を
使
っ
た
り
、

濡
ら
し
た
衣
類

を
干
し
た
り
す

な
ど
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。

免
疫
力
を
高
め
る
食
事

　

み
か
ん
等
の
柑
橘
類
や
野
菜
に

多
く
含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

に
は
免
疫
力
を
保
つ
働
き
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
ほ
う
れ
ん
草
等
の
青

菜
類
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
多
く
含
む

の
で
、
風
邪
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
の

侵
入
口
で
あ
る
粘
膜
の
健
康
を
保

ち
ま
す
。

体
力
を
維
持
す
る
運
動

　

冬
の
寒
さ
は
人
の
活
動
を
鈍
ら

せ
ま
す
。
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

で
運
動
不
足
に
な
り
や
す
い
の

で
、
肩
こ
り
や
腰
痛
等
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
積
極
的
に
身
体
を
動
か

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

 

冬
の
健
康
管
理

　

冷
た
い
風
が
吹
き
荒
れ
、
寒
さ

が
厳
し
く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
冬
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の

日
常
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
あ

げ
ま
す
。

　

健
康
管
理
に

留
意
し
、
寒
い

冬
を
乗
り
切
る

工
夫
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

浴
室
と
脱
衣
場
の
温
度
差
に
注
意

　

寒
い
脱
衣
場
で
服
を
脱
ぎ
、
熱

い
湯
に
つ
か
る
と
、
血
圧
が
上
昇

し
て
脳
卒
中
な
ど
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
寒
い
時
期
に
は
、
入
浴
前

に
脱
衣
場
や
浴
室
を
あ
ら
か
じ
め

暖
め
、
か
け
湯
を
十
分
に
し
て
温

度
差
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

全
体
の
暖
房
を

　

冷
え
切
っ
た
ト
イ
レ
は
排
泄
の

い
き
み
と
合
わ
せ
て
血
圧
を
急
上

昇
さ
せ
ま
す
。
ト
イ
レ
等
、
部
屋

以
外
の
場
所
の
暖
房
へ
の
心
配
り

も
大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策

　

風
邪
は
、
主
な
症
状
が
の
ど
や

鼻
に
で
る
の
に
対
し
、
症
状
が
全

身
に
及
ぶ
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
特
徴
で
す
。

　

抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
や
幼
児

は
、
発
熱
な
ど
の
初
期
症
状
が
で

た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
、
流
行
が
始
ま
る
前
に
余
裕
を

持
っ
て
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
ワ
ク

チ
ン
は
、
人
間
に
も
と
も
と
備

わ
っ
て
い
る
異
物
の
侵
入
を
防
ぐ

「
免
疫
」
を
高
め
る
働
き
を
し
ま

す
。

　

風
邪
の
予
防
の
基
本

①
手
洗
い

②
う
が
い

③
マ
ス
ク

　

緑
豊
か
な
山
々
と
田
園
地
帯
に

囲
ま
れ
、
広
大
な
敷
地
に
広
々
と

し
た
園
庭
を
も
つ
ひ
ば
り
幼
稚
園

が
完
成
し
た
の
は
、
平
成
17
年
で

す
。
新
た
に
３
歳
児
保
育
も
始
ま

り
、
現
在
93
名
が
元
気
に
通
園
し

て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
４
月
の
遠
足
に
始

ま
っ
て
お
泊
り
保
育
、
運
動
会
、

芋
掘
り
、
り
ん
ご
狩
り
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
行
事
に
い
つ
も
ワ
ク

ひばり幼稚園から
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ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
幼

稚
園
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
の
年
長
組
の
お
泊
り
保

育
で
は
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
と
パ

ジ
ャ
マ
や
着
替
え
な
ど
の
荷
物

を
持
っ
て
、
登
園
し
て
来
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
園
児
た
ち
が
ご
飯

の
用
意
を
し
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
作
っ
て
食
べ
、「
お
い
し

い
ね
！
」「
お
か
わ
り
！
」
な

ど
と
大
満
足
の
様
子
で
す
。

親
元
を
離
れ
て
過
ご
し
た
幼

稚
園
で
の
生
活
は
す
っ
か
り

成
長
し
た
姿
に
見
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
児
た
ち
は
外
遊

び
が
大
好
き
で
す
。
小
さ
な

子
は
ま
ま
ご
と
遊
び
が
中
心

で
、
大
き
な
子
に
な
る
と
ル
ー

ル
の
あ
る
遊
び
、
ド
ッ
チ
ボ
ー

ル
や
サ
ッ
カ
ー
に
人
気
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

ひ
ば
り
幼
稚
園
で
は
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、
体

験
活
動
を
重
視
し
た
保
育
を

心
が
け
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
行
事

に
も
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
の
狙
い
で
あ
る

「
心
情
」「
意
欲
」「
態
度
」
な
ど

園
児
た
ち
が
進
ん
で
出
来
る
よ

う
援
助
し
な
が
ら
、
職
員
一
同

温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

》　

俳　

句

新
藁
の
匂
ひ
満
ち
ゐ
る
納
屋
の
中　
　
　
　
　
　
　

矢　

又　
　
　
　

星　
　

幸
子

牛
売
り
の
小
屋
ひ
っ
そ
り
と
秋
暮
る
る　
　
　
　
　

矢　

又　
　
　
　

大
金　

キ
ヌ

鈴
虫
を
提
げ
て
久
し
き
人
来
た
り　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　
　

藤
田　

マ
ス

あ
や
と
り
の
組
み
て
ほ
ぐ
し
て
夜
長
か
な　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

小
川
の
ぶ
子

菊
人
形
悲
し
き
顔
の
な
か
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　
　

松
岡　

路
石

舌
打
ち
の
農
夫
が
一
人
野
分
跡　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

荒
井　

大
作

》　

短　

歌

歳
の
差
は
十
だ
っ
た
の
か
先
生
と
生
徒
ぶ
つ
か
り
し
五
十
年
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

文
代

す
ぐ
そ
こ
に
海
は
あ
れ
ど
も
窓
か
ら
は
見
え
ぬ
ホ
テ
ル
の
一
夜
は
長
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　
五
月
女
ト
ミ
ノ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
レ
タ
ス
も
青
き
大
皿
を
二
ヶ
月
ぶ
り
の
孫
は
喜
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　
　

薄
井　

キ
イ

眠
た
く
て
今
日
も
う
と
う
と
過
ご
し
ゐ
ぬ
工
女
の
首
輪
外
せ
し
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

愚
痴
言
へ
ば
人
が
腐
る
と
言
ふ
夫
は
ス
ト
レ
ス
溜
め
し
わ
が
性
悟
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

吾
妻　

洋
子

秋
空
に
タ
カ
イ
タ
カ
イ
を
幾
度
も
祖ば

ば母
は
お
ま
へ
の
乳
歯
見
た
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

佐
藤　

孝
子

》　

川　

柳

潰
れ
て
も
味
に
変
り
の
な
い
豆
腐　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

満
満
の
天
狗
の
鼻
に
あ
る
孤
独　
　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

た
か
が
胃
の
カ
メ
ラ
で
続
く
娘
の
電
話　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　
　

大
森　

愛
子

焼
い
も
に
栗
柿
が
ま
ん
で
き
ぬ
口　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

傲
慢
な
課
長
に
部
下
が
泣
か
さ
れ
る　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

◦

₡

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
川
弘
之
ほ
か
／
著
（
講
談
社
）

  

「
世
界
の
名
酒
事
典
」
掲
載
の
座
談
・
エ
ッ
セ
イ
・

酒
論
か
ら
珠
玉
の
十
五
編
を
精
選
。
阿
川
弘
之
、
開
高

健
、
丸
谷
才
一
、
埴
谷
雄
高
、
吉
行
淳
之
介
、
遠
藤
周

作
ら
、
座
談
の
名
手
・
酒
の
達
人
十
八
人
が
大
集
結
。

◇
『
鏡
の
法
則
』　

野
口
嘉
則
（
総
合
法
令
出
版
）

◇
『
読
む
力
・
聞
く
力
』　

河
合
隼
雄
／
著
（
岩
波
書
店
）

◇
『
将
棋
駒
の
世
界
』　

増
山
雅
人
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇
『
中
原
の
虹
』
第
二
巻　

 

浅
田
次
郎
／
著
（
講
談
社
）　

◇
『
Ｋ
の
日
々
』　

大
沢
在
昌　

（
双
葉
社
）

◇
『
き
ま
ぐ
れ
な
犯
罪
者
』　

赤
川
次
郎
／
著
（
岩
崎
書
店
）

◇
『
こ
こ
が
知
り
た
い
！　

日
本
の
鉄
道
』　

小
林
寛
則
／
作
（
旺
文
社
）

◇
『
十
二
支
の
こ
と
わ
ざ
絵
本
』 

高
畠
純
／
著
（
教
育
画
劇
）

◇
『
と
も
だ
ち
お
ま
じ
な
い
』　

内
田
麟
太
郎
／
作
（
偕
成
社
）

　
　
　
　

西
村
京
太
郎
／
著
（
朝
日
新
聞
社
）

　

女
流
作
家
・
夏
子
は
、
矢
木
と
「
京
都
の
二

人
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
結
婚
に
踏
み
き
れ
な

い
。
驕
慢
な
夏
子
が
、
病
に
倒
れ
た
矢
木
と
の

愛
に
生
き
よ
う
と
し
た
、
そ
の
と
き
夏
子
の
命

も
ま
た
…
。
著
者
が
、
故
・
山
村
美
紗
に
捧
げ

る
長
編
小
説
。

『
華
の
棺
』

エ
マ
・
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
／
作
（
評
論
社
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
町
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
。
で
も

ワ
ニ
の
ク
ロ
ッ
ク
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
会
え
な
く
て

が
っ
か
り
。
犬
の
メ
ル
ロ
ー
ズ
も
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で

つ
ま
ら
な
い
。
そ
ん
な
二
匹
が
出
会
っ
て
見
つ
け
た
、

一
番
ほ
し
か
っ
た
も
の
と
は
…
。

『
メ
ル
ロ
ー
ズ
と
ク
ロ
ッ
ク

 　

き
み
と
で
あ
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
』

那珂川町
図書館

『
美
酒
楽
酔
飲
め
ば
天
国
』


